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Tabata Memorial Museum of
Writers and Artists

北区文化振興財団
〒114-8503 東京都北区王子1-11-1 北とぴあ10階

営業時間：9:00～17:00
休業日：土・日・祝日・年末年始

　　　　　  https://kitabunka.or . jp/

Hokutopia 10F

Cocokita

ココキタ
〒114-0003 東京都北区豊島5-3-13

開館時間：9:00～21:00
休館日：月（月曜が休日の場合は直後の休日でない日）・年末年始

　　　　　  https://kitabunka.or . jp/cocokita/

田端文士村記念館
〒114-0014 東京都北区田端6-1-2 田端ASUKAタワー内

開館時間：10:00～17:00（入館は16:30まで）
休館日：月・祝日の翌日・年末年始・展示替え等の臨時休館

https://kitabunka.or . jp/tabata/  　　　　　



北とぴあ国際音楽祭

ホール事業・伝統芸能
ホール事業・落語

田端文士村記念館

舞台芸術創造支援事業
北彫展
北区所蔵美術品展示

ホール事業・音楽など
まちかどコンサート
スクールコンサート
北とぴあパイプオルガン演奏会／王子カルチャーロード・ギャラリー
輝く☆未来の星コンサート
北区文化芸術祭
北とぴあ演劇祭
北区第九演奏会
北区民オーケストラ／北区民混声合唱団
子ども文化教室
児童ダンス☆演劇教室
ほくとぴあメンバーズ／北区文化情報紙（エンジョイ北区）の発行

ごあいさつ 「これまでも、これからも。」
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C O N T E N T S

業にはそれぞれ特性がありま
す。掲載順については特性を

考慮した上のものですが、受け取る
方の自由な解釈ができるものであり、
重なり合っているものもあります。
　多種多様、色とりどりの特性を持っ
た事業を提供し、それを享受してもら
うことで、区民の心が色鮮やかに、より
一層豊かになることを願っています。
感動やときめき、気づきや閃きが生ま
れるような、“心躍る事業”を展開して
います。

●豆マメ知識：
●豆マメ知識：
●COLUMN：

ココキタのシンボルマーク
レジデンスアーティスト
「ココキタでの4年」ー下村界

「河童忌」って何 ?
「同じ世界の住人たちと」ー芥川奈於

●豆マメ知識：
●COLUMN：

「100年後の街を見据えて」ー北川大輔●COLUMN：

平和祈念像●豆マメ知識：

「 I LOVE♡北区」ー中彩香能●COLUMN：

スタっちょ☆●豆マメ知識：

北区第九合唱団って?●豆マメ知識：

古楽って何 ?
「『芸大とあそぼう in 北とぴあ』と遊ぼう」ー関口直仁

●豆マメ知識：
●COLUMN：

●COLUMN：
「歴史深い北区にて」ー橘ノ双葉
　「北区が生んだ『いつかは爆笑王』」ー瀧川鯉八
　　「みんな北区なる北とぴあ」ー桂竹千代

事

〝
区
民
の
心
躍
る
〞色
と
り
ど
り
の
事
業
を
展
開

もくじ2



事業紹介  1

文化芸術の創造・継承

北とぴあ国際音楽祭
●豆知識：古楽って何？　
●COLUMN：「『芸大とあそぼう in 北とぴあ』と遊ぼう」ー関口直仁

ホール事業・伝統芸能
ホール事業・落語

●COLUMN：「歴史深い北区にて」ー橘ノ双葉
「北区が生んだ『いつかは爆笑王』」ー瀧川鯉八
「みんな北区なる北とぴあ」ー桂竹千代

田端文士村記念館
●豆知識：「河童忌」って何？
●COLUMN：「同じ世界の住人たちと」ー芥川奈於

舞台芸術創造支援事業
●COLUMN：「100年後の街を見据えて」ー北川大輔

北彫展
北区所蔵美術品展示

◯上質な文化芸術の創造と鑑賞機会の提供

◯日本古来の芸能の継承と鑑賞機会の提供

◯地域特有の文化の継承

◯作家・団体の支援・顕彰

34

北区文化振興財団は、1988年に、北区における地域文化とそれに
関連する地域活動を振興するための事業を行い、区民生活の向上と個
性豊かな文化都市の実現に寄与することを目的として発足しました。

当財団はこれまで、北区の文化と産業の拠点である王子・北とぴあを
はじめ、赤羽会館、滝野川会館等の施設において、北とぴあ国際音楽
祭や北彫展を代表とする音楽、演劇、伝統芸能、芸術創作などの主催
事業を実施し、併せて、区民の皆さんの活動支援、北区文化芸術祭の
支援、北区文化芸術活動拠点ココキタにおける子ども文化教室の開催
など、多くの方々が文化芸術に触れて親しむ機会の提供を行ってまい
りました。また、田端文士村記念館の運営では、芥川龍之介や板谷
波山など、多くの文士芸術家の業績の紹介に努めてきました。

当財団はこれからも、文化芸術を通じた地域のプレイヤー、コンダク
ターとして、常に楽しみながら、文化芸術の最前線で皆さまとともに
歩んでまいります。
皆さまからの絶大なるご支援を引き続き賜りますことをお願いし、
　　ごあいさつに代えさせていただきます。

公益財団法人  北区文化振興財団理事長 依田 園子

これまでも、これからも。

ごあいさつ

北とぴあ  さくらホール
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文 化 芸 術 の
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ある年の

本 番

自
主
制
作
の

バ
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
を
メ
イ
ン
に

多
様
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

祭
典
に
心
躍
る 1

9
9
5
年
度
〜

モンテヴェルディ《ウリッセの帰還》© K.Miura

オペラって
 最高だわ!

　主にバロック時代以前の音楽のこと。
一般にクラシックの名曲として知られて
いるのは、古くてもバッハなど18世紀

以降の作品ですが、実はそれ以前の音楽には、古い時代にありながら現代人にとって
斬新な音楽や、癒やしの音楽が多く、古楽は知られざる名曲の宝庫なのです。
　また、バロック時代以降の作品でも、作曲当時の状態に復元した楽器を使用し、作
曲家の考えや当時の演奏習慣などに深い研究を重ね作品の本質に迫った演奏を
する、という考え方も含みます。
　「レ・ボレアード」もこのような考えのもと、モンテヴェルディからモーツァルト
まで様々な時代・国の作品を現代に蘇らせています。現代のオーケストラにはない
珍しい楽器が登場することも！

古楽って何?

稽古風景

1年～
2カ月前

指揮者＆演出家
との打合せ

歌手の音楽稽古
立ち稽古開始

音楽稽古
　指揮者による歌のリハーサル。まずは音楽的な方向性をチェック！　　▲

立ち稽古
　演出家主導で場面ごとに動きをつけていきます。
　時には指揮者や歌手がアイデアを出すことも。

3週間前

オーケストラの
稽古開始

10日前

照明や音響などの機材や
舞台装置をセッティングし、
舞台を作り上げます。同時に
さくらホールでの稽古が開始！

舞台の仕込み
＆

さくらホールで
稽古開始

ゲネ
プロ

2日前

Toi! Toi! Toi!
(公演成功のおまじない)

いよいよ
稽古開始

北とぴあ国際音楽祭

オペラができるまで

：モンテヴェルディ《ウリッセの帰還》〔2018.11.23･25〕 © K.Miura
：モーツァルト《ドン･ジョヴァンニ》〔2016.11.25･27〕 © K.Miura
：パーセル《妖精の女王》〔2015.12.11･13〕 ©宮内勝
：M.-A.シャルパンティエ《病は気から》〔2012.11.23･25〕 © K.Miura

A
B
C
D

’11
年
か
ら
は
、
古
楽
を
継
承
し
つ
つ
、

よ
り
親
し
み
や
す
い
音
楽
祭
を
目
指
し
、

中
世
か
ら
現
代
ま
で「
多
様
な
ク
ラ
シ
ッ

ク
」
公
演
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
は
バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
、
0

歳
か
ら
入
場
で
き
る
「
芸
大
と
あ
そ
ぼ

う
in
北
と
ぴ
あ
」、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲

を
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
、
上
野
学
園
大

学
の
学
生
に
よ
る
無
料
の
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
、
一
般
公
募
か
ら
選
考
さ
れ
た

団
体
に
よ
る
参
加
公
演
な
ど
。
お
よ
そ

1
カ
月
に
わ
た
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
北
区
の
秋
を
彩
っ

て
い
ま
す
。

お互いが思い描くイメージを出し合い、
オペラの全体像をつかみます。

オーケストラのみリハーサル　▲

オーケストラと歌手による音楽稽古（オケ合わせ）　▲

オーケストラとともに立ち稽古

本番通りに行う総稽古。
区内の中学生を招待し、

観劇体験の場を提供しています。

A

B

C

D

1週間前

舞台が
大変身!

【
北
と
ぴ
あ
国
際
音
楽
祭
】

北
と
ぴ
あ
国
際
音
楽
祭
は
’95
年
、
北

と
ぴ
あ
開
館
5
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
「
古
楽
」

「
現
代
」「
区
民
参
加
」
を
柱
に
、
ル
ネ
・

ヤ
ー
コ
プ
ス
、
ジ
ョ
ル
デ
ィ・
サ
ヴ
ァ
ー
ル
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
レ
ヴ
ェ
ッ
ヘ
な
ど
、
世

界
的
な
音
楽
家
・
芸
術
家
を
招
い
て
質

の
高
い
演
奏
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
公

開
レ
ッ
ス
ン
、
小
・
中
学
校
で
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
公
演
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た

文
化
活
動
を
数
多
く
行
い
ま
し
た
。
な

か
で
も
、
世
界
的
な
バ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
奏
者
、
寺
神
戸
亮
指
揮
に
よ
る

バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
公
演
が
高
い
評
価
を

受
け
た
こ
と
も
あ
り
、「
北
と
ぴ
あ
」
と

い
え
ば
「
古
楽
」
と
い
う
評
価
が
定
着
し

ま
し
た
。



関
せ き ぐ ち

口 直
な お ひ と

仁
声楽家

区文化振興財団の設立30周年、誠におめ
でとうございます。毎年出演させていた

だいている「芸大とあそぼう in 北とぴあ」シリー
ズがここまで続いてきたこと、そして大勢のお客
様に来場して頂いていることは、毎年の公演をサ
ポートをしてくださる財団やホール職員の皆様の
おかげだと、本当に有り難く思っております。

　大人が「〇〇を楽しんでほしい」「□□から△
△を学んでほしい」と思ってコンサートを用意し
たとしても、子どもは意外な点に「楽しさ」や「学
び」を見つけることがあります。そんなとき、大人
が正しいと考える道筋についつい誘導したくもな
りますが、その瞬間に子どもに湧き上がった素直
な感覚こそ、子どもが音楽表現から「美」を感受し
たり、自己表現することにおいて、とても大切なも
のであるように思います。「芸大とあそぼう in 北
とぴあ」シリーズは、企画・台本・演出の大石泰
先生（東京藝術大学演奏藝術センター）が中心と
なり、東京藝術大学の音楽学部、美術学部の卒業
生に加えて、歌手や俳優、講談師の方など、異なる
ジャンルの方が一緒にコンサートを作ります。コ

ンサートには「理解が難しい楽曲」や「専門性の高
い要素」、「異色の組み合わせによる違和感」など、
一般的な「こども向けコンサート」では排除され
がちな要素が、敢えて盛り込まれているのですが、
そこには「誰かが与えた『解釈の正解』を探すの
ではなく、自ら興味を持ち学ぶことで、新たな美し
さや、新しい解釈を発見する力を子ども達に身に
つけて欲しい」という願いがあります。このような
コンサートの価値や公益性を認めて支援を頂くこ
とで、私も子ども達と同様に様々なことを実験し、
お客様のためにどんな演奏や演技をするべきなの
か、自分の答えを探しつづけながら、このコンサー
トとお客様に育てて頂きました。これは表現を志
す人間としての喜びです。もちろん、終演後のロ
ビーで頂く「たのしかった！」「子どもが2歳の時
から毎年来ています！」「好きなコンサートなので、
これからも頑張ってください！」というお客様の
ご感想が何より嬉しいのは言うまでもありません。

　このコンサートをきっかけに、これからも大勢
の子ども達が芸術文化に触れ、心豊かな人生を拓
いてゆくことを心からお祈りしております。

「
芸
大
と
あ
そ
ぼ
う

in 

北
と
ぴ
あ
」

と
遊
ぼ
う
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文 化 芸 術 の
創 造 ・ 継 承

注文の多いオーケストラ ～宮沢賢治エトセトラ〔2016.11.12〕さすらいのギュン太郎、また旅日記〔2014.10.25〕

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
バ
ロ
ッ
ク
・

オ
ペ
ラ
の
上
演
は
、
全
国
的
に
も
注

目
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。
指

揮
の
寺
神
戸
亮
と
、
同
音
楽
祭
か
ら

生
ま
れ
た
古
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
レ
・

ボ
レ
ア
ー
ド
」
の
演
奏
に
加
え
て
、
オ

ペ
ラ
演
出
家
の
み
な
ら
ず
演
劇
界
の

演
出
家
を
い
ち
早
く
起
用
す
る
な
ど
、

毎
年
話
題
性
の
あ
る
公
演
を
制
作
し

て
い
ま
す
。

 

’07
年
の
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
《
オ

ル
フ
ェ
ー
オ
》
は
、
観
世
流
能
楽
師
・

野
村
四
郎
ら
に
よ
る
演
出
で
、
第
6

回
佐
川
吉
男
音
楽
賞
を
受
賞
。
ま

た
、
’12
年
に
上
演
し
た
シ
ャ
ル
パ
ン

テ
ィ
エ《
病
は
気
か
ら
》、’16
年
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》

は
そ
れ
ぞ
れ
第
10
回
、
第
14
回
三
菱

U
F
J
信
託
音
楽
賞
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、’15
年
の
パ
ー
セ
ル
《
妖
精

の
女
王
》
で
は
演
劇
界
で
世
界
的
に

高
い
評
価
を
受
け
る
宮
城
聰
の
演
出

と
、
バ
ロ
ッ
ク
声
楽
界
の
女
王
エ
マ
・

カ
ー
ク
ビ
ー
の
出
演
が
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
’18
年
に
は
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
《
ウ
リ
ッ
セ
の
帰
還
》
を
取
り
上

げ
、
オ
ペ
ラ
初
演
出
と
な
っ
た
気
鋭

の
演
出
家
・
小
野
寺
修
二
に
よ
る
シ

ン
プ
ル
か
つ
奇
想
天
外
な
仕
掛
け
を

伴
う
演
出
で
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

0
歳
か
ら
入
場
で
き
る
コ
ン
サ
ー

ト
「
芸
大
と
あ
そ
ぼ
う
in
北
と
ぴ
あ
」

は
、
東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン

タ
ー
の
制
作
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

ト
ー
リ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
。「
は
じ
め

て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
劇
場
に
来
る
楽

し
さ
や
音
楽
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
う
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
野
学
園
大
学
学
生
に
よ
る

無
料
コ
ン
サ
ー
ト
は
北
と
ぴ
あ
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
が
会
場
で
、
通

り
す
が
り
に
立
ち
止
ま
っ
て
聴
く
な

ど
、
様
々
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。　

そ
の
ほ
か
、「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー 

偉
大
な
芸
術
家
の
思
い
出
に
」
や

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、

シ
ョ
パ
ン
が
愛
し
た
ピ
ア
ノ
た
ち
」

な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
曲
を

楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
よ
り
身

近
に
音
楽
を
感
じ
ら
れ
る
小
ホ
ー
ル

で
気
鋭
の
現
代
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
低

音
デ
ュ
オ
」
や
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
没
後

1
0
0
年
を
記
念
し
た
「
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
の
午
後
」
公
演
を
実
施
す
る
な

ど
、
様
々
な
音
楽
と
の
出
会
い
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

むかし、むかし、夢のなかで・・・〔2015.11.21〕

神秘の国に誘われ
～ミャンマー伝統音楽の楽しみ～

〔2009.10.31〕

シェイクスピアの音楽
とイギリス古謡の世界
〔2016.11.20〕

サンタクロースのお菓子な冒険〔2013.11.16〕

名器で聴くマエストロ･シリーズ
弦の道

〔2009.11.3〕

會田瑞樹
ヴィブラフォン

ソロリサイタル Vol.3
〔2014.10.31〕

上野学園大学
ロビーコンサート
〔2015.12.11･13〕

サラウンドシアター
冬のかがり火
〔2015.11.29〕

貴婦人の肖像～ヴィオルと歌で綴る
フランスルネサンス恋愛歌曲

〔2017.12.1 旧古河庭園･洋館〕

芸大とあそぼう in 北とぴあ

ベートーヴェン、シューマン、ショパン
が愛したピアノたち
〔2017.11.22〕

北
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歌
舞
伎
・
雅
楽
・
能
・
狂
言
・
邦
楽
・
文
楽
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日
本
舞
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ど

●
歌
舞
伎
・
雅
楽
・
能
・
狂
言
・
邦
楽
・
文
楽
・
日
本
舞
踊
な
ど
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●
き
た
く
な
る
ま
ち
区
民
寄
席

1
9
8
9
年
度
〜

●
北
と
ぴ
あ
若
手
落
語
家
競
演
会

1
9
9
0
年
度
〜

●
ほ
く
と
ぴ
あ
亭
シ
リ
ー
ズ

2
0
1
3
年
度
〜

下
町
風
情
残
る
北
区
に
は
、

落
語
愛
好
家
が

多
い
!?

敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
日
本

の
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
公
演
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。「
松
竹
大
歌
舞
伎
」
は
、
人
気
歌

舞
伎
俳
優
が
登
場
し
て
熱
演
を
披
露
。

毎
回
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま

す
。「
は
じ
め
て
楽
し
む
文
楽
」
は
、
人

形
遣
い
の
吉
田
幸
助
（
現
・
吉
田
玉
助
）

に
よ
る
作
品
の
解
説
や
、
文
楽
に
つ
い

て
の
ト
ー
ク
と
と
も
に
本
格
的
な
文
楽

公
演
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
趣
向

で
、
’17
年
に
は
文
楽
三
大
名
作
の
ひ
と

つ
「
義
経
千
本
桜
」
の
「
河
連
法
眼
館
の

段
」
を
上
演
し
ま
し
た
。
日
本
舞
踊
で

は
、
流
派
を
超
え
た
男
性
舞
踊
家
集
団

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
「
弧
の
会
」

が
、’18
年
に
レ
ク
チ
ャ
ー
・
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
公
演
と
「
コ
ノ
カ
イ
ズ
ム
」

と
題
し
た
本
公
演
の
2
公
演
を
実
施
。

日
本
舞
踊
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

進
化
さ
せ
た
斬
新
な

舞
台
で
客
席
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、

能
、
狂
言
、
伝
統
音
楽

な
ど
古
く
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
日
本
の
文

化
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

当
財
団
が
主
催

す
る
落
語
会
は
大
き
く
3
つ
あ
り
ま
す
。

通
算
30
回
目
を
迎
え
た
「
き
た
く
な
る

ま
ち
区
民
寄
席
」
は
、
名
実
一
体
の
真

打
が
登
場
! 

毎
年
会
場
を
大
い
に
沸
か

せ
て
い
ま
す
。「
北
と
ぴ
あ
若
手
落
語

家
競
演
会
」
は
、
二
ツ
目
6
人
が
と
っ

て
お
き
の
一
席
を
披
露
、
観
客
に
よ
る

投
票
で
「
北
と
ぴ
あ
大
賞
」
を
決
す
る

落
語
会
で
す
。
’14
年
に
新
た
に
始
ま
っ

た
ほ
く
と
ぴ
あ
亭
シ
リ
ー
ズ
は
、
旬
な

二
ツ
目
の
噺
を
お
手
ご
ろ
な
価
格
で
楽

し
め
る
落
語
会
で
、
出
演
す
る
二
ツ
目

に
と
っ
て
は
芸
を
磨
く
貴
重
な

〝
本
番
〞
の
場
で
す
。

日本舞踊家集団 弧の会「コノカイズム」〔2018.10.13〕

第11回 飛鳥山薪能〔2013.10.18 飛鳥山公園内野外舞台〕はじめて楽しむ文楽〔2017.10.27〕

の度は30周年誠におめでと
うございます。

　北とぴあは、私が小学校4年生の
時に設立されました。工事中、友達
と北とぴあが出来上がるのを楽し
みにしていたのを覚えています。大
人になった今、地元の落語会に出
演できることは感慨深く本当に嬉
しいものです。
　北区は、江戸時代より落語に大
変縁があります。歴史ある北区で、
これからも沢山の落語が演じら 
れ、新たなる歴史が生まれること 
を願っております。

区文化振興財団様、30周年おめ
でとうございます。

　北区に住んでもう12年目。最近引っ
越したのですがやはり住めば都、北区が
落ち着くので区内で転居しました。北と
ぴあではよく落語会を開催して頂いて
我々としてはとても嬉しい限り。中でも
私が前座の時よりお世話になっている
のが千円落語。二ツ目と呼ばれる若手
落語家が4人出て千円。150席が毎度完
売というのは凄い！若手の会でこんな
に入る会は見たことがない。これは
振興財団さんの尽力に他なりません。
　これからも北区民として北区及び、
振興財団さんの
末長い発展を
願っております。

匠である瀧川鯉昇に入門を許さ
れてから、12年の歳月を北区民

として過ごしました。
　王子に3年、十条に9年。お客さん投
票で優勝者が決まる北とぴあ落語競演
会にも、近所の方々、行きつけの飲み屋
の常連さんがたくさん駆けつけてくれ
ました。にもかかわらず、惨敗したのは
いい思い出です。公正な選手権である
証拠です。家賃を滞納しがちであった
私のために大家さんも駆けつけてくれ
ました。取り立てに来たのではないと
信じています。
　今はもう北区を離れましたが、いつか
北区に錦を飾れ
るよう立派な落
語家になりたい
と思っています。

歴史深い
北区にて

北区が生んだ
「いつかは爆笑王」

みんな北区なる
北とぴあ

橘
た ち ば な の

ノ 双
ふ た ば

葉
桂
かつら

 竹
た け ち よ

千 代

【
ホ
ー
ル
事
業
・
落
語
】

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
も

噺
家
の
顔
ぶ
れ
も
違
い
ま
す

が
、
ど
れ
も
大
評
判
! 

落
語
は
北

区
が
熱
い
! 

と
言
わ
れ
る
日
が
訪

れ
る
の
も
近
い
か
も
。

知
ら
な
き
ゃ
も
っ
た
い
な
い！

日
本
の
伝
統
芸
能

の
魅
力
！

【
ホ
ー
ル
事
業
・
伝
統
芸
能
】
1
9
8
8
年
度
〜

楽屋根多帳（ネタ帳）と特大座布団

第29回 北とぴあ若手落語家
競演会／大賞：柳亭市弥
〔2018.6.16〕

ほくとぴあ亭1000円落語
〔2016.7.4〕

第 28 回 北とぴあ若手落語家競演会
／ゲスト：瀧川鯉昇〔2017.9.9〕 

75×75cmの
特大サイズ！！

瀧
た き が わ

川 鯉
こ い は ち

八
’11年 桂竹丸門下 楽屋入り
’15年 二ツ目昇進

’06年 瀧川鯉昇に入門
’10年 二ツ目昇進

’05年 三代目橘ノ圓 
　　　に入門
’09年 二ツ目昇進

こ 師 北

●
歌
舞
伎
・
雅
楽
・
能
・
狂
言
・
邦
楽
・
文
楽
・
日
本
舞
踊
な
ど



書斎

常設展示スペース

オリジナルグッズを求める来場者

展示室の様子

企画展示スペース

木登りをする龍之介

復元模型
の解説シ

ート

「ココミ
テシート

」

館内にて復元模型の

　ポスト
カード

を販売中!

初公開した「芥川龍之介のラブレター」
（個人蔵）チラシ

初公開した「結納品目録」（個人蔵）

島
田
雅
彦 

講
演
会

来
場
者
か
ら
の
感
想

〔2017.10.7～2018.1.22〕〔2017.10.7～2018.2.4〕

芥川龍之介室生犀星
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1
9
9
3
年
度
〜

明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の

田
端
は
、
芥
川
龍
之
介
、
室
生
犀
星
、
小

杉
放
庵
、
板
谷
波
山
を
は
じ
め
と
す
る
文

士
・
芸
術
家
が
暮
ら
し
、
集
っ
た
場
所
で
し

た
。
当
館
で
は
、田
端
が「
文
士
芸
術
家
村
」

と
称
さ
れ
、
発
展
し
た
時
代
を
伝
え
る
た

め
絵
画
や
彫
刻
、
原
稿
、
書
簡
な
ど
の
資

料
を
収
集
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

’15
年
に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
常
設
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
拡
張
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
展
示
物
の
目
玉

と
し
て
製
作
し
た
の
が
「
芥
川
龍
之
介
田

端
の
家
」
復
元
模
型
で
す
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
企

画
展
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
年
に
3
回
の
展

示
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
’17
年
の
「
芥

川
龍
之
介
の
結
婚
と
生
活
」
展
で
は
龍
之

介
か
ら
妻
・
文
に
宛
て
た
ラ
ブ
レ
タ
ー（
個

人
蔵
）
を
初
公
開
し
た
ほ
か
、’16
年
春
に
は

田
端
駅
と
、
同
年
秋
に
は
漫
画
「
文
豪
ス
ト

レ
イ
ド
ッ
グ
ス
」
と
の
コ
ラ
ボ
展
を
開
催
し
、

全
国
か
ら
多
く
の
方
が
来
館
し
ま
し
た
。

作
家
と
芸
術
家
が
集
っ
た

文
化
の
香
り
高
き
ま
ち
・
田
端

【
田
端
文
士
村
記
念
館
】

芥川龍之介 田端の家
復 元 模 型

　1914年10月芥川家が田端に転
入しました。龍之介は一時期、鎌倉・
横須賀で過ごすも、以後1927年7
月に自死するまでを当地で暮らし、
数々の名作を生み出しました。館内
には1927年当時の芥川家を1/30
スケールで復元し、解説映像・解説
シート「ココミテシート」とともに常
設的に展示しています。2023年に
は、旧居跡（一部）に芥川龍之介記
念館（仮称）が開設される予定です。

《文豪ストレイドッグス》コラボレーション展芥 川 龍 之 介 の 結 婚 と 生 活 展



　　　「河童忌」とは、芥川龍之介の命
日である7月24日のことを指します。 
（また夏の季語ともなっている一般
名詞です。）芥川が生前好んで「河童」
の絵を描き、小説の題材にも「河童」
を取り上げたことが、その由来と考
えられています。1927年の芥川没後 
翌年から、1943年まで近親者や文学
仲間を中心に芥川龍之介を偲ぶ会が
田端の料亭・天然自笑軒で行われて
いました。当館では、芥川作品が今も
多くの読者を惹きつけ、芥川との心の
語らいを求めている人が多いと感じ、
2017年、没後90年を契機に遺族の協
力を得て「河童忌」に催事を実施して
います。

「河童忌」って何?

芥川龍之介旧居跡の標示板

田端ひととき散歩　散策の様子田端ひととき散歩　講義の様子

開館 25 周年企画展チラシ

文士村カルテットによる「オープニング演奏会」
宮坂覺による「基調講演」

庄司達也、伊藤一郎、鈴木暁世、能地克宜による
芥川龍之介シンポジウム〔 2018.11.4〕

芥川龍之介墓所、巣鴨･慈眼寺

河童忌～芥川龍之介墓所 
ガイドツアー〔2017.7.24〕

河童忌～劇団文化座朗読劇《杜子春》
ほか〔2018.7.24〕

夏休み親子向けワークショップ豆本作り〔2011.8.7〕

キーワードラリーのワークシート

夏休みキーワードラリー〔2017.7.15～8.31〕

参
加
者
の
作
品
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田
端
の
ま
ち
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
城
北
大
空
襲
に
よ
り
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
、
大
半
の
住
居
が
焼

失
し
、
残
念
な
が
ら
当
時
の
面
影
は

残
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、

当
時
の
文
士
芸
術
家
が
住
ん
で
い
た

こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、
’13
年
よ
り

芥
川
龍
之
介
旧
居
跡
な
ど
5
箇
所
に

標
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

開
館
当
初
か
ら
継
続
し
て
い
る
催

事
に
は
、
当
館
研
究
員
に
よ
る
文
学

散
歩
「
田
端
ひ
と
と
き
散
歩
」
や
、
著

名
人
、
研
究
者
、
遺
族
に
よ
る
講
演

会
が
あ
り
、
毎
回
多
く
の
文
学
・
美

術
愛
好
家
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
夏
休
み
期
間
に
は
親
子

向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
学

校
へ
の
出
張
講
座
、
田
端
の
小
中
学

校
で
構
成
さ
れ
る
「
田
端
学
び
の
郷

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」
に
参
加
す
る

な
ど
児
童
に
対
す
る
事
業
も
展
開
し

て
い
ま
す
。

’18
年
に
は
開
館
25
周
年
を
む
か
え
、

「
田
端
に
集
ま
る
理ワ

ケ由
が
あ
る
」
と
題

し
た
企
画
展
を
周
年
を
通
じ
て
明
治
、

大
正
、
昭
和
と
3
つ
の
時
代
に
わ
け

て
実
施
し
、
さ
ら
に
文
学
研
究
者
を

招
い
た
「
芥
川
龍
之
介
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
行
い
ま
し
た
。

都
心
に
近
く
閑
静
な
住
宅
が
広

が
る
現
在
の
田
端
は
、
近
年
の
大
規

模
な
区
画
整
理
で
町
並
み
が
大
き

く
変
わ
り
、
こ
れ
か
ら
も
徐
々
に
そ

の
姿
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

芥
川
を
は
じ
め
、
多
く
の
田
端
文
士

芸
術
家
が
暮
ら
し
た
歴
史
を
絶
や
す

こ
と
な
く
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
じ
世
界
の

住
人
た
ち
と

芥
あ く た が わ

川 奈
な お

於
芥川龍之介曾孫、
文筆家・イラストレーター

ぼんやりした不安」。
　幼少の頃、曽祖父・龍之介に対する

印象は、この一言に尽きる。
　どこで誰に教わったのか、さすがに覚えてはい
ないけれども、この言葉だけは、強烈に、頭にこ
びりついていた。
　小学校では「蜘蛛の糸」を題材にした授業で、
龍之介の作品を学んだと記憶している。そこで
私は、お釈迦様が蜘蛛の糸を切る意味をポロリ
と学習する程度で、自分がその作品を書いた者の
血筋を継いでいる、などということには、勿論知
らん顔をしていた。そして、その重大さに関心を
持つこともなかったのだ。
　その後、美術学校で過ごした十年ほどの間も、
他愛ない毎日を送ってきた。
　このように些か呑気すぎた私だが、大人にな
るにつれ、さすがにそう言ってもいられなくなっ
てきた。
　子供の頃から頭にあった、あの言葉の本心を
知れば知るほど、龍之介の足跡が重く伸し掛か
り、私はなんとフラフラとこの世を生きてきたの
だろう……という思いを抱え出した。そして

ついに、自分も芥川家の一員だと自覚するように
なったのだ。
　さらに、昨年、今年と、田端文士村記念館によ
る企画「河童忌」に参加する運びとなり、より一
層気を引き締めた私は、多くの文学ファンと触れ
合う機会を持つこととなった。龍之介の作品そ
のものや、それこそ、生き方に共感されている方
とも出会い、かけて頂く言葉の一つ一つが、とて
も支えとなった。私よりも熱心で詳しく、文豪・
龍之介を愛している方々は、眩しく美しく見えた。
　自己の思いや役目を改めて肝に銘じるきっか
けを作って下さった、田端文士村記念館には、と
ても感謝をしている。同時に、田端に根を下ろし、
文学や芸術に向かい魂を削っていった作家たち
を、これからも追い続けて頂きたいと深く感じて
いる。
　「唯ぼんやりした不安」。
　私はこの言葉の意味を、心の中でいつも考え、
恥じることなく生きていくのだろう。
　龍之介を見守って下さる方々と共に、この先
ずっと。

「唯

開 館 2 5 周 年 記 念 事 業 夏 休 み イ ベ ン ト・ワ ー ク シ ョ ッ プ 田 端 ひ と と き 散 歩



子小劇場が開館して今年で20年になりま
す。北区の文化の一端を担いたいという自

負のもとにこれまで運営してまいりました。そし
て、北区文化振興財団の皆様とはここ数年、共催
事業などで様々な形でお力添えをいただいてい
ます。ここ数年、文化や芸術に対する期待の高ま
りを感じています。2014年・2018年と、会場を
王子地域全体に広げた演劇祭を開催しました。そ
の際「街を演劇にする」という目標を掲げ、地元の
皆さんからも物心ともにたくさんのお力添えをい
ただきました。その時ご支援いただいた皆さまや、
実際にご来場になった方からの声を聞いて、私達

は今、北区や、王子地区、といった地域社会に対し
て何ができるのかを考え続けています。それは来
るべき超少子高齢化社会に対して、文化や芸術は
何ができるのか、という私達世代に課された大き
な問題だと思っています。
　未だこれだ、という確信が持てているわけで
はありませんが、敢えて誤解を恐れずに言うの
であれば、「100年後に街が何を持っているかを
作る」ことだと思います。文化は「根付く」とい
う言い方をするように、一朝一夕でどうにかなる
ものではありません。そして、今現在私達も地域
の皆さんとご一緒するにあたって、その難しさを
痛いほど感じています。しかし同時に、北区のも
つ「伝統を活かしつつ新しいものを受け止める
度量の広さ」に、私達はこれまで多く助けられて
きました。この地でたくさんの挑戦をさせてい
ただき、都度ここでしかできないもの、ここで生
まれるものの尊さを学んできました。北区オリ
ジナルなものが数多く生まれ、その積み重ねが
100年後の北区を少し豊かにする、そのほんの一
部でもお力添えができたのならば、こんなに嬉
しいことはありません。

北
き た が わ

川 大
だ い す け

輔

一
〇
〇
年
後
の

街
を
見
据
え
て

脚本家・演出家・
前王子小劇場芸術監督

王

1415 文化芸術の創造・継承

文 化 芸 術 の
創 造 ・ 継 承

北
区
在
住
の
彫
刻
家
・
川
崎
普
照

（
日
本
芸
術
院
会
員
）
に
出
品
者
の
選

定
・
企
画
を
依
頼
し
て
、
北
区
ゆ
か
り

の
彫
刻
家
を
中
心
と
し
た
彫
刻
展
を

開
催
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
無

料
で
芸
術
性
の
高
い
プ
ロ
の
彫
刻
作

品
を
公
開
し
、
彫
刻
芸
術
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
北
区
の

芸
術
文
化
向
上
を
図
り
ま
す
。

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

の
気
候
の
良
い
時
期
に
、
5
日
間
に

舞
台
芸
術
の
な
か
で
も
演
劇

に
焦
点
を
当
て
、
公
演
機
会
や

稽
古
場
の
提
供
、
広
報
な
ど
演

劇
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

ま
す
。
支
援
す
る
団
体
は
北
区

拠
点
の
も
の
に
限
ら
ず
、
新
進

気
鋭
の
団
体
か
ら
有
名
俳
優
が

所
属
す
る
老
舗
劇
団
ま
で！ 

区

わ
た
り
北
と
ぴ
あ
・
展
示
ホ
ー
ル
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

第
4
回
展
か
ら
は
被
災
者
支
援
の

た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
出
品
者
等
に
よ
る
小
品
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
等
を
販
売
し
、
売
上
の
一

部
を
義
援
金
と
し
て
北
区
の
日
本
赤

十
字
社
を
介
し
て
被
災
者
に
届
け
て

い
ま
す
。
出
品
者
自
ら
作
品
や
彫
刻

の
技
法
等
に
つ
い
て
解
説
す
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
毎
回
好
評
で
、
彫

第30回 北彫展 記念展 ギャラリートーク〔2018.5.19〕

脚本・演出：北川大輔

「未開の議場 北区民版」
とある町の会議室を舞台にした演劇

〔2016.8.26～9.4〕

第30回 北彫展 記念展〔2018.5.10～20〕

【
北
彫
展
】
1
9
8
9
年
度
〜

日
本
最
高
峰
の
彫
刻
が

北
区
に
集
結

2
0
1
4
年
度
〜

つ
か
こ
う
へい
が
蒔
い
た

演
劇
の
種
を
開
花
さ
せ
る

刻
芸
術
に
親
し
み
を
感
じ
る
区
民
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

’18
年
5
月
に
は
会
期
を
延
長
し
10

日
間
に
わ
た
り
30
回
記
念
特
別
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
現
役
の
作
家
の
ほ

か
に
、
長
崎
の
「
平
和
祈
念
像
」
で
有

名
な
北
村
西
望
を
は
じ
め
生
前
北
区

で
活
躍
し
た
物
故
作
家
の
作
品
も
展

示
し
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

石原プロモーション「希望のホシ」　演出：大浜直樹
〔2015.10.10～18〕

北区つかこうへい劇団が解散した 2011 年に劇団員有志が結成した★☆北区 AKT STAGE「飛龍伝」〔2014.8.15・16〕

ぬいぐるみハンター「ゴミくずちゃん可愛い」
演出：池亀三太 〔2018.3.3～4 飛鳥山公園内野外舞台〕

民
に
と
っ
て
は
、
舞
台
芸
術
の

新
た
な
魅
力
の
発
見
や
未
体
験

の
驚
き
、
感
動
に
出
会
え
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
区
は
つ
か
こ
う
へ
い
が
日

本
演
劇
界
を
盛
り
上
げ
た
い
と

尽
力
し
た
ま
ち
。
そ
の
遺
志
を

引
き
継
い
だ
事
業
で
す
。

劇団東京乾電池「長屋紳士録」　演出：角替和枝
〔2017.8.18～20〕

【
北
彫
展
】

【
舞
台
芸
術
創
造
支
援
事
業
】

【
舞
台
芸
術
創
造
支
援
事
業
】



事業紹介  2

文化芸術でまちの魅力を高める

ココキタ（東京都北区文化芸術活動拠点）
●豆知識：ココキタのシンボルマーク
●豆知識：レジデンスアーティスト
●COLUMN：「ココキタでの4年」ー下村界

（仮称）彫刻アトリエ館
●豆知識：平和祈念像

◯文化芸術活動拠点の整備と地域の魅力発信

◯旧跡の活用

アートギャラリー第2室

アートギャラリー第1室

アートギャラリー第2室からは飛鳥山公園の景色も楽しめる

アートギャラリー第2室

アートギャラリー第1室

　　　　奥山峰石

「打
うちこみぞうがんつぼ

込象嵌壺《枝
し だ

垂れ桜
さくら

》」

17 16

文 化 芸 術 の
創 造 ・ 継 承

’10
年
3
月
、
北
区
飛
鳥
山
博
物
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
飛
鳥

山
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
第
1
室
で
は
、
赤
羽
モ
ン
パ
ル
ナ

ス
の
画
家
・
大
野
五
郎
や
、
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
の
西
洋
名
画
の
模
写
シ
リ
ー
ズ
を

得
意
と
し
た
画
家
・
高
田
力
蔵
の
作
品

な
ど
、
北
区
ゆ
か
り
の
作
家
の
美
術
品

を
展
示
。
第
2
室
で
は
現
在
も
活
躍
中

の
鍛
金
家
で
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
の
奥
山
峰
石

の
作
品
を
常
設
的
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
2
室
の
窓
か
ら
は
飛
鳥
山
公
園
が
一

望
で
き
、
そ
の
景
色
と
と
も
に
美
術
工

芸
品
が
堪
能
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

飛
鳥
山
公
園
内
の
ア
ー
ト
ス
ポッ
ト

四
季
折
々
の
自
然
と
、

美
術
・
工
芸
品
の
融
合

【
北
区
所
蔵
美
術
品
展
示
】
2
0
0
9
年
度
〜



3F

4F

1F

2F

赤
ち
ゃ
ん

休
憩
室

稽古場和室

レ ジ デ ン ス ス ペ ー ス

文化資料
コーナー

多
目
的
室
3

多
目
的
室
2

音
楽
ス
タ
ジ
オ
2

音
楽
ス
タ
ジ
オ
1

ス
タ
ジ
オ
3

正面入口

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

カフェ
ぱれっと

受付

アトリエ
キッチン
スタジオ

プレイルーム

スタジオ4

オープン
ギャラリー

オープン
ギャラリー スタジオ1 多目的室1

体育館（豊島北コミュニティアリーナ） グラウンド（豊島北スポーツ多目的広場）

エ
レ
ベー
タ

エ
レ
ベー
タ

エ
レ
ベー
タ

多
目
的
室
4

エ
レ
ベー
タスタジオ2

ココキタのシンボルマーク
様々な分野の文化芸術がグルグルと混ざりあい、

キューブの外へと無限に広がっていく
イメージを表しています。
　北区の花「つつじ」、若さを表す「萌木」、
荒川を表す「縹（はなだ）」という日本の
伝統色を使い、全体として「花」に見える
よう配色しています。

1819 文化芸術でまちの魅力を高める

文化芸術でまち
の魅力を高める

みんな集まれ！
文化とアートの拠点に

閉
校
し
た
豊
島
北
中
学
校
の
校
舎
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、’15
年
4
月
に
「
東

京
都
北
区
文
化
芸
術
活
動
拠
点
コ
コ
キ

タ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

館
内
の
白
い
壁
と
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び

た
廊
下
に
は
、
学
校
だ
っ
た
頃
の
面
影

が
残
っ
て
い
ま
す
。
2
階
と
4
階
は
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
時
間
単
位
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
教
室
だ
っ
た
場
所
に
、

防
音
設
備
や
ダ
ン
ス
用
の
床
な
ど
を
備

え
た
こ
と
で
、
音
量
や
足
音
な
ど
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
練
習
に
打
ち
込
め
る

と
好
評
で
す
。

ド
ラ
ム
や
キ
ー
ボ
ー
ド
を
備
え
バ
ン
ド

練
習
に
適
し
た
「
音
楽
ス
タ
ジ
オ
」、
演

劇
や
ダ
ン
ス
の
た
め
に
大
型
鏡
や
音

響
機
材
を
備
え
て
い
る
「
ス
タ
ジ
オ
1

〜
4
」、
美
術
な
ど
の
展
示
が
で
き
る

「
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
多
種

多
様
な
17
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

登
録
を
す
れ
ば
区
民
だ
け
で
な
く
誰

で
も
利
用
で
き
、
第
一
線
で
活
躍
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
か
ら

趣
味
で
集
ま
る
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ま
で
、

幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
が
音
楽
や
演
劇
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
・
高
校
生
の
文
化
芸
術

活
動
を
応
援
す
る
た
め
、
中
高
生
に
は

無
料
で
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

3
階
は
レ
ジ
デ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
フ
ロ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

が
自
室
で
制
作
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

1
階
に
は
「
カ
フ
ェ
ぱ
れ
っ
と
」
が
あ

り
ま
す
。
パ
レ
ッ
ト
の
形
を
し
た
大
テ
ー

ブ
ル
が
シ
ン
ボ
ル
。
お
ふ
く
ろ
の
味
を

感
じ
さ
せ
る
ラ
ン
チ
を
求
め
て
地
域
の

人
た
ち
や
コ
コ
キ
タ
で
練
習
し
て
い
る

人
た
ち
で
毎
日
賑
わ
っ
て
お
り
、
皆
の

交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

Cooperation【協力・協同】
+

Communication【伝える】
+

北 区

2 0 1 5 年 度～【ココキタ（東京都北区文化芸術活動拠点）】

Cooperation【協力・協同】
+

Communication【伝える】
+

北 区



都立飛鳥高等学校美術部〔2017.2.17〕

成立学園中学･高等学校漫画研究会
〔2016.9.10～2017.7.31〕

東京成徳大学中学･高等学校美術部
〔2016.2.20～8.12〕

都立王子総合高等学校イラスト部
〔2017.8.2～〕

レジデンスアーティスト
　　　いわゆる「アーティスト・イン・
レジデンス」は、施設が芸術家を招聘し、
そこに居住しながら制作の経過から成
果までをその地域や施設に還元する試
みとして日本各地に広がりつつあります。
ココキタの場合は3階のフロアがレジ
デンスアーティストのスペースとなっ
ています。演劇、パフォーマンス、金属
工芸、舞台美術など様々なジャンルの

アーティストが居住こそしていませんが、
日々、制作に打ち込むためのアトリエと
して3年契約で使用しています。
　アーティストたちは自室にこもってい
るばかりではありません。地域の子ども
たちや大人たちに開放してワークショッ
プ等を実施することもあります。ぜひそ
うした機会に彼らのアトリエを訪ねてみ
てください。

コスプレ撮影会〔2016.2.20〕大道芸パフォーマンス〔2018.2.17･18〕

万華鏡作り〔2016.9.10･11〕HINOKO  スプーンづくり〔2018.2.17･18〕

恐竜のタマゴづくりワークショップ〔2018.2.17･18〕 ジャンボおえかき〔2016.9.10･11〕

クリエイターズマーケット〔2016.9.10･11〕

カフェぱれっとランチ〔2016.2.20･21〕

2021 文化芸術でまちの魅力を高める

文化芸術でまち
の魅力を高める

コ
コ
キ
タ
の
レ
ジ
デ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
コ
コ
キ
タ
を
利
用
し

て
い
る
人
た
ち
の
発
表
の
場
と
し

て
、
毎
年
コ
コ
キ
タ
ま
つ
り
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち

に
文
化
芸
術
に
触
れ
て
も
ら
い
た

い
、
コ
コ
キ
タ
で
活
動
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
知
っ
て
ほ
し
い

こ
と
か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

公
演
な
ど
す
べ
て
無
料
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

’16
年
2
月
の
コ
コ
キ
タ
ま
つ
り

で
は
、
コ
ス
プ
レ
大
会
も
開
催
し
、

ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の
登
場
人
物
に

扮
し
た
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
が

コ
コ
キ
タ
内
を
行
き
交
い
ま
し
た
。

’16
年
9
月
は
隣
接
す
る
豊
島
五

丁
目
団
地
の
祭
と
同
時
期
に
開
催

さ
れ
、
屋
外
で
の
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
大
好
評！ 
ま
た
東
京
大

学
の
折
紙
サ
ー
ク
ル
が
や
っ
て
き

て
、
と
て
も
紙
で
で
き
て
い
る
と
は

思
え
な
い
匠
の
技
を
見
せ
る
展
示

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

’18
年
2
月
は
、
レ
ジ
デ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン

に
。
北
区
A
K
T 

S
T
A
G
E

誰
で
も
ア
ー
ト
体
験

コ
コ
キ
タ
ま
つ
り

黒
板
ア
ー
ト

1
階
の
カ
フ
ェ
ぱ
れ
っ
と
に
は
壁

一
面
の
巨
大
黒
板
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
チ
ョ
ー
ク
で
絵
を
描

く
「
黒
板
ア
ー
ト
」
は
、
区
内
の
中

学
校
・
高
校
の
美
術
系
の
部
活
に
声

を
か
け
て
制
作
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

デ
ザ
イ
ン
か
ら
制
作
ま
で
す
べ
て
中

高
生
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

東
京
成
徳
大
学
中
学
・
高
等
学
校
美

術
部
、
成
立
学
園
中
学
・
高
等
学
校

漫
画
研
究
会
、
都
立
飛
鳥
高
等
学
校

美
術
部
、
都
立
王
子
総
合
高
等
学
校

イ
ラ
ス
ト
部
の
皆
さ
ん
が
壮
大
な
黒

板
ア
ー
ト
を
リ
レ
ー
で
つ
な
い
で
き

ま
し
た
。

絵
が
変
わ
る
ご
と
に
カ
フ
ェ
の
雰

囲
気
が
変
わ
り
、
お
客
さ
ん
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

に
よ
る
演
劇
「
熱
海
殺
人
事
件
」、

劇
団
ド
ク
ト
ペ
ッ
パ
ズ
に
よ
る
小

学
生
対
象
の
「
西
洋
竹
馬
パ
レ
ー

ド
」、
ア
ク
ロ
ス
ザ
ユ
ニ
バ
ー
ス
に

よ
る
幼
児
対
象
の
「
リ
ト
ミ
ッ
ク

体
験
」、
H
I
N
O
K
O
に
よ
る

「
錫
で
作
る
ス
プ
ー
ン
づ
く
り
」、

ス
ズ
キ
セ
ノ
ア
ー
ツ
に
よ
る
「
理
想

の
キ
タ
ク
な
る
街
を
つ
く
ろ
う
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
体
験
し
て
も
ら

う
内
容
で
し
た
。
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
は
ゲ
ス
ト
の
造
形
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
恐

竜
の
展
示
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

あ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
立
ち
は
だ

か
る
恐
竜
の
前
で
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
第
1
回
か
ら
の

企
画
と
し
て
コ
コ
キ
タ
利
用
者
が

日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る「
リ
レ
ー

ラ
イ
ブ
」、
大
き
な
白
い
紙
に
思
い

思
い
に
絵
が
描
け
る
「
ジ
ャ
ン
ボ

お
え
か
き
」、
カ
フ
ェ
ぱ
れ
っ
と
で

の
ラ
ン
チ
営
業
な
ど
を
継
続
し
て

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
誰
も
が
ア
ー
ト
に
触
れ
て
楽

し
め
る
「
コ
コ
キ
タ
ま
つ
り
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
ア
ー
ト
体
験

コ
コ
キ
タ
ま
つ
り

コ
コ
キ
タ
の
レ
ジ
デ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
コ
コ
キ
タ
を
利
用
し

て
い
る
人
た
ち
の
発
表
の
場
と
し

て
、
毎
年
コ
コ
キ
タ
ま
つ
り
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち

に
文
化
芸
術
に
触
れ
て
も
ら
い
た

い
、
コ
コ
キ
タ
で
活
動
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
知
っ
て
ほ
し
い

こ
と
か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

公
演
な
ど
す
べ
て
無
料
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

’16
年
2
月
の
コ
コ
キ
タ
ま
つ
り

で
は
、
コ
ス
プ
レ
大
会
も
開
催
し
、

ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の
登
場
人
物
に

扮
し
た
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
が

コ
コ
キ
タ
内
を
行
き
交
い
ま
し
た
。

’16
年
9
月
は
隣
接
す
る
豊
島
五

丁
目
団
地
の
祭
と
同
時
期
に
開
催

さ
れ
、
屋
外
で
の
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
大
好
評
！ 
ま
た
東
京
大

学
の
折
紙
サ
ー
ク
ル
が
や
っ
て
き

て
、
と
て
も
紙
で
で
き
て
い
る
と
は

思
え
な
い
匠
の
技
を
見
せ
る
展
示

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

’18
年
2
月
は
、
レ
ジ
デ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン

に
。
北
区
A
K
T 

S
T
A
G
E



の度は設立30周年おめでとうございます。
　私たちはココキタにレジデンスアーティ

ストとして入居して4年目になります。＇14年に
知り合いの演出家の方から、北区に「ココキタ」
というおもしろそうな場所ができるよ、と教えて
いただいたのがきっかけでした。
　レジデンスアーティストになるまでは公共施
設を転々としながら稽古をしていましたが、レジ
デンススペースという拠点を得たことでじっく
りと制作や稽古に取り組めるようになりました。

　最初に生まれた作品が、
たくさんのダンボール箱
を積み重ねた大掛かり
な舞台装置の『ダンボー
レ！』です。舞台装置を建
て込んだ状態で継続的に
稽古ができるので、今ま
でにないアイディアがど
んどん生まれました。こ
の作品は「見えそうで見
えないチラリズム演劇」
というコンセプトで制作
しました。＇17年に北区
の観劇団体「きたく子ど
も劇場」で上演させて頂

き、子どもたちから大変好評を頂きました。
　2年目の夏には大道芸の一分野であるスティ
ルト（西洋竹馬）の子ども向けワークショップの
活動を始めました。スティルトとは、手を使わず
に足だけで乗る竹馬のことです。竹馬と呼んで
はいますが、木材でできています。
　「ココキタまつり」や、ココキタの隣にある豊島
五丁目団地のお祭りなどでこのワークショップ
を実施し、地元の子どもたちに体験してもらえ
るようになりました。地元商店会の方のご協力
もあり、子どもたちとスティルトに乗って衣装を
付けてハロウィンパレードをする楽しい企画も
これまで2回開催しました。もともと日本ではま
だ馴染みのない芸なので、このスティルトの子
ども向けワークショップを行っているのはおそ
らく日本で我々だけです。ですがココキタ近辺
にだけ妙にスティルトに乗るのが上手な子たち
が増えてきている、という状況になっています
ね（笑）
　ココキタに入居してからの4年間で、3つの演
劇作品と、ワークショップを作ることができまし
た。レパートリーとして再演をしていきたい我々
にとって、大きな財産です。腰を据えて作品づく
りに集中できる環境と、地元の方々との交流が
あってこその成果だと思っています。

コ
コ
キ
タ
で
の4年

下
し も む ら

村 界
か い

劇団ドクトペッパズ代表

きたくなるまち絵画展〔2016.1.15～2.14〕

アフリカンペイントアートワークショップ〔2017〕

脱出ゲーム〔2016.9.3･4〕音であそぼ、からだで話そ〔2018.1.20ほか〕

感性の作品展
〔2016.11.15

～12.25〕

吹奏楽強化ワークショップ〔2017.8.28〕ココキタ漫画塾〔2017.2.18ほか〕 ストリートダンスワークショップ〔2018.8.17ほか〕
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こ

’14
年
ま
で
王
子
カ
ル
チ
ャ
ー
ロ
ー
ド
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
展
示
さ
れ
て
い
た
「
き

た
く
な
る
ま
ち
水
彩
画
展
」
等
の
公
募

展
を
継
承
し
、
コ
コ
キ
タ
2
階
オ
ー
プ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
「
き
た
く
な
る

ま
ち
絵
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

北
区
内
の
お
気
に
入
り
の
場
所
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
展
で
、
幼
児
の
部
、

小
学
生
の
部
、
一
般
の
部
の
3
部
門
で

募
集
し
て
い
ま
す
。
親
子
、
兄
弟
で
の

出
品
も
あ
り
、
桜
の
飛
鳥
山
公
園
、
初

夏
の
浮
間
公
園
、
紅
葉
の
旧
古
河
庭
園

な
ど
北
区
内
四
季
折
々
の
題
材
が
、
来

館
者
の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

コ
コ
キ
タ
が
ど
ん
な
場
所
な
の
か

P
R
す
る
た
め
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
豊
島
北
ス
ポ
ー
ツ
多

目
的
広
場
）
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
設

置
し
て
の
野
外
映
画
会
や
、
コ
コ
キ
タ

全
館
を
使
っ
た
脱
出
ゲ
ー
ム
「
コ
コ
キ

タ
な
ぞ
と
き
七
不
思
議
」、
ア
フ
リ
カ
ン

ア
ー
ト
の
ペ
イ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
た
ち
が

コ
コ
キ
タ
を
訪
れ
ま
し
た
。
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
一
緒
に
参
加
す
る

コ
コ
キ
タ
の
コ
コ
ロ
ミ

き
た
く
な
る
ま
ち
絵
画
展

「ダンボーレ！」
スティルトでパレード

　アートや芸術活動を行っているココキタ利用者が地域

の文化芸術活動にも参加・協力してもらえるよう、2018

年より「アーティストバンク」制度を開始しています。

　登録しているアーティストは16組（2018年10月現在）

で、ジャンルは音楽、演劇、美術など多岐に渡ります。ココ

キタで活動していることなどを条件に、地域で活動したい

と思っている若手のアーティストを募り、北区内のお祭り

や文化活動に派遣しています。

ダ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
音
で
あ
そ

ぼ
、
か
ら
だ
で
話
そ
〜
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
か
ら
だ
で
、
声
で
、
太
鼓

で
、
表
現
し
て
み
よ
う
〜
」
や
、
知
的
障

が
い
等
の
あ
る
人
ら
が
描
い
た
感
性
豊

か
な
作
品
を
展
示
し
た
、「
感
性
の
作

品
展
『
ひ
と
り
ひ
と
り
の
才
能
に
目
を

む
け
る
。』」
も
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

北区版
アーティストバンク

更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

め
ざ
し
て

文
化
芸
術
に
興
味
が
あ
る
、
ま
た
将

来
そ
の
道
に
進
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

中
高
生
を
応
援
す
る
た
め
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
題
し
て

一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
年
に
3
回
行
っ
て
い

ま
す
。
楽
器
の
持
ち
方
か
ら
始

ま
り
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
合
奏
）
ま
で
仕
上

げ
る
吹
奏
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
プ

ロ
の
マ
ン
ガ
編
集
者
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
コ
コ
キ
タ
漫
画
塾
」、
一
週

間
で
ダ
ン
ス
作
品
の
創
作
か
ら
上
演
ま

で
を
体
験
す
る
「
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
技
術
を
習

得
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
中
高
生
た
ち
が
将
来
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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文化芸術を暮らしの中に

ホール事業・音楽など
まちかどコンサート

●COLUMN：「 I LOVE♡北区」ー中彩香能

スクールコンサート
北とぴあパイプオルガン演奏会／王子カルチャーロード・ギャラリー
輝く☆未来の星コンサート
北区文化芸術祭
北とぴあ演劇祭

●豆知識：スタっちょ☆

北区第九演奏会
●豆知識：北区第九合唱団って？

北区民オーケストラ／北区民混声合唱団
子ども文化教室
児童ダンス☆演劇教室 
ほくとぴあメンバーズ／北区文化情報紙（エンジョイ北区）の発行

◯文化芸術の鑑賞機会の提供

◯文化芸術活動の支援・育成

◯文化芸術の情報・魅力の発信

北
村
西
望
（
長
崎
平
和
祈
念
像
の
作
者
）が

使
用
し
た
ア
ト
リ
エ
で
彫
刻
を

’01
年
8
月
に
逝
去
し
た
北
区
名

誉
区
民
・
日
本
芸
術
院
会
員
の
北

村
治
禧
の
「
若
手
彫
刻
家
の
育
成

と
彫
刻
芸
術
の
普
及
を
し
て

ほ
し
い
」
と
の
遺
志
を
踏

ま
え
、
遺
族
よ
り
寄
付
さ

れ
た
西
ケ
原
の
ア
ト
リ
エ

（
仮
称 

彫
刻
ア
ト

リ
エ
館
）
を
会
場

に
彫
刻
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
上
級
・
中
級
・

初
級
の
3
コ
ー
ス
を
設
け
、
講
師
は
日

本
芸
術
院
会
員
・
川
崎
普
照
、
日
展
会

員
・
清
家
悟
が
務
め
て
い
ま
す
。
上
級

コ
ー
ス
は
区
内
外
を
問
わ
ず
、
制
作
の

経
験
が
あ
る
希
望
者
を
広
く
受
け
入
れ

て
い
ま
す
が
、
初
級
と
中
級
コ
ー
ス
は

区
民
の
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、

北
区
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
が
対
象
で
す
。

各
コ
ー
ス
と
も
年
間
40
回
の
講
習
の
中

で
、
モ
デ
ル
も
入
れ
た
本
格
的
な
制
作

を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
級
コ
ー
ス
か
ら
は
日
彫
展
（
日
本

彫
刻
会
展
覧
会
）
出
展
は
も
と
よ
り
日

展
の
彫
刻
部
門
に
も
出
展
を
果
た
し
、

プ
ロ
へ
の
道
を
目
指
す
彫
刻
家
の
卵
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。

ア
ト
リ
エ
は
毎
年
9
月
下
旬
か
ら
の

一
週
間
に
一
般
公
開
さ
れ
、
室
内
外
で

北
村
西
望
・
治
禧
親
子
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。
彫
刻
が
生
み
出
さ
れ
た
空

間
の
中
で
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
、
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
、
区

民
だ
け
で
な
く
遠
方
か
ら
も
見
学
客
が

訪
れ
、
彫
刻
フ
ァ
ン
を
集
め
て
い
ま
す
。

　長崎市平和公園内
に置かれている高さ

9.7mにもなる「平和祈念像」は、北村西望の代表作
として知られます。北とぴあの玄関前にも
高さ2.4mの同作品があり、これは遺族と
長崎市などの協力により建てられたレプリ
カです。また（仮称）彫刻アトリエ館が収蔵
するものはオリジナルで、手に乗るほどの
ミニサイズです。

平和祈念像

アトリエの様子

北
と
ぴ
あ
玄
関
前
　
平
和
祈
念
像

2425

文化芸術でまち
の魅力を高める

2
0
0
4
年
度
〜

【（
仮
称
）彫
刻
ア
ト
リ
エ
館
】

24
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文 化 芸 術 を
暮らしの中に

北
と
ぴ
あ
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
・
つ
つ
じ

ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
伝
統
芸
能
や
大
衆

芸
能
、
音
楽
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ

プ
ス
、
ジ
ャ
ズ
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
ま
で
幅

広
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

〝
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
よ
り
身
近
に
〞
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
高
嶋
ち
さ
子
プ
レ
ゼ
ン

ツ
北
と
ぴ
あ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
」
は
’02
年
か

ら
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
お
り
、「
今
年
は
い

つ
チ
ケ
ッ
ト
が
発
売
に
な
る
の
？
」
と
待

ち
望
む
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
れ

に
続
け
と
、
’19
年
に
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ

奏
者
の「
小
倉
貴
久
子
と
巡
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
旅
」
が
ス
タ
ー
ト
。
新
し
い
シ
リ
ー

ズ
企
画
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

’15
年
に
は
浜
野
謙
太
率
い
る
バ
ン
ド
・

在
日
フ
ァ
ン
ク
の
初
の
ホ
ー
ル
公
演
を

実
施
し
、
来
場
者
全
員
が
2
時
間
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

毎
年
、
親
子
を
対
象
と
し
た
公
演
も

開
催
し
て
お
り
、
動
物
た
ち
に
扮
し
て

演
奏
を
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、

あ
っ
と
驚
く
科
学
実
験
シ
ョ
ー
、
ス
テ
ー

ジ
全
体
を
使
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
人

形
劇
な
ど
、
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

築100年の旧古河庭園･洋館で聴く
コトリンゴ×ビューティフルハミングバード洋館プレミアムコンサート〔2017.1.20･21〕

高嶋ちさ子 presents
北とぴあクラシックス

【
ホ
ー
ル
事
業
・
音
楽
な
ど
】

熱
く
な
っ
た
り
、
涙
し
た
り
、

お
も
い
っ
き
り
笑
っ
た
り
…

心
く
す
ぐ
る
公
演
を

あ
な
た
に！

1
9
8
8
年
度
〜

主
催
公
演

東京大衆歌謡楽団コンサート ～昭和初期の名曲を唄う～〔2017.7.22〕

“トークと楽器の説明は、毎回のことながら楽しい！”−70代・女性
　　（’17 高嶋ちさ子 presents 北とぴあクラシックスvol.14）

“娘には子どもの頃から音楽に親しんで、好きになってほしいと思います”−30代・女性
　　（’14 ズーラシアンブラス　音楽の絵本）

“久しぶりに心から熱くなった！”−50代・男性
　　（’10 アニソンBIG3）

“息子に誘われて孫と三人できました。初めてでしたが、すっかりファンになりました”−60代・女性
　　（’09 夏川りみデビュー10周年 歌さがしの旅）

“3歳の男の子の初コンサートでしたが、最後まで楽しくずっと聞いていました”−40代・女性
　　（’18 H ZETTRIO LIVE！ ～おやこの日スペシャル～）

来
場
者
の
声

在日ファンク･アワー2015 in北区〔2015.9.23〕

FUNKIST LIVE in 北とぴあ ～地元凱旋パレード～〔2013.6.29〕奥田弦ジャズワールド〔2017.6.4〕

クラシック

上映会

歌謡曲

親子向け
公演

ポップス

ジャズ ●
ク
ラ
シ
ッ
ク・
ポ
ッ
プ
ス
・
ジ
ャ
ズ
・
大
衆
芸
能
・
親
子
向
け
公
演
な
ど
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文 化 芸 術 を
暮らしの中に

多
彩
な
文
化
・
芸
術
に
区
民
が
触
れ

ら
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
様
々

な
文
化
行
事
や
公
演
の
共
催
・
後
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

北
区
で
根
強
い
人
気
を
誇
る
演
歌
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
北
島
三
郎
、

石
川
さ
ゆ
り
、
北
区
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で

作
曲
家
の
弦
哲
也
を
は
じ
め
、
演
歌
界

を
代
表
す
る
歌
手
が
舞
台
に
立
ち
ま
し

た
。’12

年
「
北
と
ぴ
あ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
祭
」

で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
カ

ル
テ
ッ
ト
、
ス
ヴ
ェ
ン
グ
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
の
ほ
か
、
現
地
の
家
庭
料
理
を

作
る
教
室
や
伝
統
装
飾
品
を
作
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
。
そ
の
後
ケ

ル
ト
祭
、
フ
ラ
ン
ス
祭
、
イ
ン
ド
祭
と
続

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
’15
年
に
は
北
区
在
住
の
東
京

ボ
ー
イ
ズ
・
仲
八
郎
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

「
ナ
カ
ハ
チ
ラ
イ
ブ
」
改
め
「
ナ
カ
ハ
チ
・

オ
ン
・
タ
イ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
。
落
語
・

演
芸
・
音
楽
等
の
分
野
か
ら
豪
華
ゲ
ス

ト
を
招
い
て
、
歌
あ
り
笑
い
あ
り
の
贅

沢
な
ラ
イ
ブ
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

’16
年
に
開
催
し
た
北
区
赤
羽
出
身
の

人
気
バ
ン
ド
・
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
カ
シ
マ
シ

の
25
周
年
ツ
ア
ー
は
、
北
と
ぴ
あ
を
皮

切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
話
題
を
集
め
ま
し

た
。「

き
た
く
子
ど
も
劇
場
」「
城
北
演
劇

を
観
る
会
」
な
ど
の
鑑
賞
団
体
と
も
共

催
し
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
演
劇
も

定
期
的
に
上
演
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
講
演
会
、
バ
レ
エ
、
オ

ペ
レ
ッ
タ
な
ど
、
幅
広
い
層
の
区
民
に

親
し
ま
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
実
施
や
、

北
区
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
団
体
と

の
連
携
を
通
じ
て
、
主
催
の
事
業
を
補

完
し
な
が
ら
北
区
の
文
化
・
芸
術
を
一

丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

共
催
・
後
援
公
演

二期会オペラ研修所コンサート〔2015.12.1〕大英博物館古代エジプト展 関連文化講演会〔2012.6.26〕

東京ニューシティ管弦楽団ニューイヤーコンサート〔2017.1.15〕松山バレエ団「シンデレラ」スペシャルハイライト
©エー･アイ／撮影･平井晋之介（ Shinnosuke Hirai）〔2018.6.2〕

宇崎竜童 弾き語りLIVE2018 JUST GUITAR JUST VOCAL〔2018.10.19〕

しまじろうコンサート おとぎのくにの
だいぼうけん〔2013.2.11〕

よしもとお笑いまつり in 北とぴあ 2019 
～ひなまつりスペシャル～〔2019.3.3〕

亀山香能箏曲リサイタル
〔2014.7.20〕

千住真理子 ヴァイオリンリサイタル
〔2012.6.2〕

北とぴあフランス祭
〔2017.5.28〕

ナカハチ･オン･タイム ♯10
〔2018.11.21〕
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金管・打楽器アンサンブル〔2018.6.16 王子第二小学校〕

アフリカ音楽〔2018.6.15 赤羽西保育園〕

三味線アンサンブル
〔2018.6.14 上十条保育園〕

ガムラン〔2018.5.14 稲付中学校〕

音楽と
ダンス

パフォー
マンス〔

2018.3.3 堀船中
学校〕

文 化 芸 術 を
暮らしの中に

【
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
】

ふ
と
道
を
曲
が
っ
た
そ
の
先
で
、

一
流
の
音
楽
が

　
　
　
　

  

楽
し
め
る
ま
ち
に
…

学
校
が
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に

未
来
を
担
う
子
ど
も
と
、

舞
台
芸
術
の
出
会
い

毎
月
区
内
の
公
共
施
設
へ
出
向
き
、

プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
始
ま
り
は
「
北
と

ぴ
あ
国
際
音
楽
祭
」
と
と
も
に
古
楽
の

普
及
が
目
的
で
し
た
が
、
事
業
開
始
の

翌
年
か
ら
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
邦
楽
や
世
界
の

民
族
音
楽
、
今
で
は
子
ど
も
向
け
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
】

音楽とダンスパフォーマンス〔2017.5.2 王子第一小学校〕

子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
文
化
芸
術
に

触
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
北

区
立
の
小
・
中
学
校
で
ス
ク
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
演
奏
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声

を
上
げ
た
り
、
身
を
乗
り
出
し
て
見
た

り
と
、
劇
場
や
ホ
ー
ル
よ
り
も
の
び
の

び
と
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。
声
楽
や
吹
奏

楽
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
、
ア
フ

リ
カ
音
楽
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ガ
ム
ラ

ン
な
ど
民
族
音
楽
、
箏
や
三
味
線
な
ど

の
邦
楽
、
伝
統
芸
能
で
あ
る
歌
舞
伎
や

狂
言
、
さ
ら
に
は
演
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど

25
を
超
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
小
・

中
学
校
で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
も
先
生
方
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

’14
年
か
ら
は
区
立
保
育
園
・
幼
稚
園

で
も
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
音
楽
を

中
心
に
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
年
齢
か
ら
音
楽

に
触
れ
る

こ
と
で
感
性
を
豊
か
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

な
ど
の
室
内
楽
や
歌
な
ど
6
種
類
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

’17
年
か
ら
は
未
就
学
児
が
通
う
こ
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
く
ら
ん
ぼ

園
」
で
も
行
い
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

声楽とヴァイオリン〔2018.6.1 うめのき幼稚園〕

区は私の故郷です。北区で生まれ育ち、邦
楽演奏家として活動を始め、今も北区に在

住しています。どこにでもアクセスしやすく生活
しやすい街、こんなに住みやすい北区からはもう
離れられません（笑）そしてこの愛すべき北区で
演奏活動をさせていただいていることをとても幸
せに思っています。
　北区文化振興財団さんとの出会いは「まちかど
コンサート」にお声がけいただいたことがきっか
けでした。地元の方々に自分の音楽を聴いていた
だける喜びは格別です。そこから北区スクールコ
ンサートにも私の所属するユニット『三味線なで
しこ』として呼んでいただくようになり、未来ある
子供達に日本の音楽を紹介しています。地元に何
かの形で関わりたいという思いをずっと持ってい
たので、今では北区の0歳～ご年配の方まで音楽
を通して関わることができてとても光栄です。財
団の方々にも大変良くしていただき、仕事のこと
だけでなくお悩み相談に乗っていただいたりとプ
ライベートでまでお世話になっています。さすが、

あたたかい街・北区の誇る財団さんです！これら
がキッカケとなって北区での色々な活動に声をか
けていただけるようになりました。北区で活躍す
る人を紹介するJ：COMの「東京北人図鑑」出演、
北区アンバサダー・弦哲也先生の「北区の演歌座」
出演など、北区で幅広く活動できるようになった
のも財団さんのおかげです。今後の目標としては
北区の誇る最高の劇場、篠原演芸場での和楽器コ
ンサートを成し遂げたいと思っています。その際
はぜひ財団さんにもご相談させていただけたらと
思っていますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます！
　こうして今、私が北区で活動できているのも財
団さんのおかげです。その財団さんが設立30周
年ということでなんと私と同世代！（四捨五入し
て…笑）色々と運命を勝手に感じておりますが、
これからも北区のために更に発展していっていた
だけたらと心から願っています。そして今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。
　30周年、誠におめでとうございます！

中
な か

 彩
あ や か の

香 能

I 

L
O
V
E

♥
北
区

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
公

募
で
集
ま
っ
た
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
躍
し
て
お
り
、
出
演
者
の

選
定
か
ら
当
日
の
会
場
設
営
、
来

場
者
対
応
、
演
奏
会
の
司
会
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
の
素
晴
ら

し
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
…
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
当
財
団

の
思
い
は
一
緒
で
す
。

邦楽演奏者

鵜飼さん 加藤さん

音楽好きであれば
楽しくボランティア

できますよ！
ぜひご一緒に！

ボランティアの醍醐味は　
「次回はどこ？」と

聞かれること！ お客様に
喜んでもらえているのを

実感します。

1
9
9
9
年
度
〜

2
0
0
5
年
度
〜

北

ごゆっくり
お楽しみください

琴線にふれるアルパの響き〔2012.3.18 中央図書館〕
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【
輝
く
☆
未
来
の
星
コ
ン
サ
ー
ト
】

【
輝
く
☆
未
来
の
星
コ
ン
サ
ー
ト
】

マナ オルゲルバウ製
1990年建造

パイプの数は802本

展示風景

パイプオルガン演奏会〔2015.12.11〕第10回輝く☆未来の星コンサート〔2017.10.9〕　出演者全員で「大地讃頌」

パイプオルガン＆ヴァイオリン
〔2017.12.10〕

【
王
子
カ
ル
チ
ャ
ー
ロ
ー
ド
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

高
架
下
に

区
民
の
力
作
が

ズ
ラ
リ
と
並
ぶ

綺
羅
、星
の
如
く

世
界
を
目
指
す
高
校
生　

月
に
一
度
、北
と
ぴ
あ
1
階

区
民
プ
ラ
ザ
に
常
設
し
て
い
る
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
用
い
て
行
う
、
無
料
の
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
。
’95
年
に
始
ま
り
、3
0
0

回
を
超
え
る
演
奏
会
を
重
ね
て
な
お
、区

民
に
親
し
ま
れ
続
け
て
い
る
演
奏
会
で

す
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
荘
厳
な
音
色
が

響
く
と
、
北
と
ぴ
あ
は
い
つ
も
と
は
違
う

厳
粛
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
ソ
ロ
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
楽
器
や
声
楽
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

J
R
王
子
駅
北
口
の
高
架
下
通
路
に

22
個
の
展
示
用
パ
ネ
ル
ケ
ー
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
無
料
で
貸
し
出
し
を
行

い
、
絵
画
・
写
真
・
絵
手
紙
・
俳
句
な
ど
、

主
に
区
民
の
み
な
さ
ん
の
趣
味
や
手
作

り
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
2
週
間
ご
と
に
入
れ
替
わ

る
作
品
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多

く
、
時
に
は
足
を
と
め
、
見
入
っ
て
い
る

姿
も
。

通
り
す
が
り
に
気
軽
に
楽
し
め
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
街
の
一
角
に
彩

り
を
添
え
て
い
ま
す
。

輝く☆未来の星アカンサスコンサート
〔2018.11.22〕

【
北
と
ぴ
あ
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
】

い
つ
も
と
は
違
う

北
と
ぴ
あ
を
感
じ
ら
れ
る

コ
ン
サ
ー
ト

1
9
9
5
年
度
〜

1
9
8
8
年
度
〜

2
0
0
8
年
度
〜

生徒の手作りプログラム

毎
年
7
月
と
11
月
に
は
滝
野
川
会
館

な
ら
び
に
北
と
ぴ
あ
を
会
場
に
、
室
内

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。
藝
高
内
で
開
催
さ
れ
る
「
ア
カ

ン
サ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
か
ら
選
出
さ
れ
た
、

実
力
派
4
〜
5
組
の
グ
ル
ー
プ
が
出
演

し
ま
す
。
藝
高
の
生
徒
た
ち
自
身
で
作

成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
曲
目
解
説
に
イ

ラ
ス
ト
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
、
わ
か
り

や
す
く
楽
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

演
奏
曲
紹
介
の
M
C
も
若
さ
と
個
性
に

あ
ふ
れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
中
で
も
敷
居

が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
な

室
内
楽
の
作
品
を
親

し
み
や
す
く
聴
け

る
機
会
と
し

て
、
多
く
の

区
民
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附

属
音
楽
高
等
学
校
（
藝
高
）
の
協

力
に
よ
り
、
優
れ
た
演
奏
技
術
と

向
上
心
を
持
っ
た
同
校
の
生
徒
を

北
区
に
招
い
て
、
年
3
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
年
10
月
に
は
北
と
ぴ
あ
・
さ

く
ら
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
、
藝
高
に

よ
る
合
唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
、

北
区
の
小
中
学
生
の
金
管
バ
ン
ド

や
吹
奏
楽
部
が
演
奏
す
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
演
奏
を
届
け
て
い
ま
す
。

’17
年
の
「
輝
く
☆
未
来
の
星
コ

ン
サ
ー
ト
」
で
は
第
10
回
開
催
記

念
の
特
別
企
画
と
し
て
合
唱
の
名

曲
「
大
地
讃
頌
」
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
作
曲
者
で
あ
る
佐
藤
眞

の
指
揮
で
藝
高
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

伴
奏
を
し
、
合
唱
団
に
は
藝
高
生

と
、
区
内
3
校
の
中
学

生
た
ち
が
参
加
。
総
勢

3
0
0
人
が
同
じ
舞
台

に
立
ち
、
壮
大
な
共
演

が
実
現
し
ま
し
た
。
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バレエ &モダンダンス

謡曲大会

茶華道展（茶道）

陶芸展 

将棋大会茶華道展（華道）

美術手工芸展

美術展

珠算大会 民踊舞踊大会 吟剣詩舞大会

合唱祭日本舞踊大会

年
に
一
度
の
大
舞
台
で

区
民
が
躍
動
す
る

【
北
区
文
化
芸
術
祭
】
1
9
8
8
年
度
〜

多
く
の
区
民
や
文
化
団
体
が
区
内

施
設
を
拠
点
と
し
て
、
自
主
的
に
文

化
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
発
表
の
場
と
し
て
毎
年
秋
に
開
催

さ
れ
て
い
る
の
が
「
北
区
文
化
芸
術

祭
」
で
す
。
各
分
野
ご
と
に
区
内
の

文
化
団
体
の
連
合
組
織
が
主
催
と
し

て
、
北
区
と
当
財
団
が
共
催
し
実
施

し
て
い
ま
す
。

以
前
は「
北
区
文
化
祭
」
と
称
し
て

各
団
体
の
催
し
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
団
体
の
透
明
性
・
公
平
性

を
図
り
、
新
規
の
団
体
を
入
れ
る
た

め
、’15
年
に
「
北
区
文
化
芸
術
祭
」
と

名
称
を
変
え
要
綱
も
刷
新
し
て
、
新

た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

文
化
芸
術
祭
に
は
無
料
で
参
加
・

観
覧
で
き
る
発
表
会
や
、
区
民
の
参

加
者
を
募
る
競
技
会
や
展
覧
会
が
あ

り
ま
す
。
’18
年
は
約
1
カ
月
間
に

わ
た
り
、
15
種
目
の
大
会
や
展
覧
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
と
ぴ
あ
内
の

ホ
ー
ル
な
ど
を
会
場
に
、
普
段
の
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
表
で
き
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　2009年北とぴあ演劇祭10回記念を機に、「ス
タっちょ☆」として公式マスコットキャラクターに

認定。自称［北とぴあ演劇祭の宣伝部長］で「○○っちょ☆」が口ぐせ。街で
見掛けたら気軽に「こんにチワっちょ☆」って声をかけてほしいっちょ☆

　頭の中はいつも演劇祭のことでいっぱい。もっとたくさんの人
たちに演劇の魅力を知ってほしくて、熱い思いを不定期にtwitter
で発信中（@stachyo）。
　ご機嫌だと鼻歌もうたっちゃうよ～♪ スターっちょっ☆ちょっ
ちょ♬ っちょっちょっちょっちょ　スタっちょ☆♪

スタっちょ☆

舞台美術ワークショップ〔2017.9〕

舞台照明講座〔2017.10〕

大衆演劇ワークショップ〔2017.9〕

脚本ワークショップ特別編

マイストーリー☆ 2018〔2018.10.8〕

参加公演〔2016.10〕参加公演〔2018.10〕
参加公演〔

2017.10〕

ダンス & アクションワークショップ発表会〔2016.9.19〕

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
区
民
が
「
み

る
・
で
る
・
つ
く
る
」。
ア
マ
チ
ュ
ア
と
プ

ロ
が
垣
根
を
越
え
て
集
う
手
作
り
演
劇

祭
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演
劇
祭

実
行
委
員
会
が
企
画
運
営
。

約
1
カ
月
に
わ
た
る
演
劇
祭
会
期

中
に
、
北
区
で
活
動
す
る
30
程
の
劇
団

が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
舞
台
を
披

露
し
ま
す
。
ま
た
、
個
人
で
も
参
加
で

き
る
脚
本
・
照
明
・
美
術
・
ダ
ン
ス
・
ア

ク
シ
ョ
ン
・
大
衆
演
劇
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
多
数
開
催
。

’18
年
の
参
加
者
は
、
観
客
・
出
演
者
・

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
6
0
0
0
人
を

超
え
ま
し
た
。

参
加
劇
団
が
街
を
廻
り
な
が
ら
チ
ラ

シ
や
う
ち
わ
を
配
る
練
り
歩
き（
宣
伝
活

動
）
も
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

参
加
劇
団
同
士
が
お
た
が
い
の
稽
古

を
取
材
し
た
り
、
本
番
を
手
伝
っ
た
り
、

観
劇
の
感
想
を
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
伝
え
合
う
な
ど
、
手
作
り
演
劇
祭

な
ら
で
は
の
交
流
も
特
徴
で
す
。

図
書
館
や
学
校
の
よ
う
に
街
に
当
た

り
前
に
劇
場
が
あ
る
、
そ
ん
な
「
演
劇

の
あ
る
生
活
」
を
目
指
す
区
民
演
劇
祭
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、

地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。こ

の
感
動
を
ぜ
ひ
ご
一
緒
に！

演
劇
文
化
を

　
　

よ
り
身
近
に

　

生
活
の
中
へ！ 

【
北
と
ぴ
あ
演
劇
祭
】
2
0
0
0
年
度
〜

最多動員賞受賞作品〔2018.10〕エンディングイベント  最多動員賞授与式〔2018.10.21〕

オープニングイベント〔 2018.9.9〕

練り歩き（宣伝活動）〔2017.8〕
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演
奏
を
通
じ
て
深
ま
る
絆

心
に
届
け！
ハ
ー
モ
ニ
ー

北
区
内
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
混
声

合
唱
団
。
毎
年
6
月
の
定
期
演
奏
会
の

ほ
か
、
都
内
・
区
内
の
合
唱
祭
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。

曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
古
今
東
西
の

合
唱
曲
か
ら
、
ポ
ッ
プ
ス
＆
歌
謡
曲
の

【
北
区
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

【
北
区
民
混
声
合
唱
団
】

音
楽
を
通
し
て
区
民
文
化
の
交
流
・
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
た
、
区

民
で
構
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
毎
年

春
の
恒
例
と
な
っ
た
定
期
演
奏
会
の
ほ
か
、

区
内
の
小
学
校
に
赴
き
演
奏
す
る
「
小
さ

な
音
楽
会
」、
小
編
成
に
よ
る
「
室
内
楽
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

’16
年
の
第
30
回
定
期
演
奏
会
で
は
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
迫
昭
嘉
を
迎
え
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
5
番
『
皇
帝
』」

を
披
露
。
拍
手
喝
さ
い
を
浴
び
ま
し
た
。

ま
た
同
年
よ
り
「
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

ス
タ
ー
ト
、
さ
ら
に
〝
北
オ
ケ
〞
の
音
楽
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
定
期
演
奏
会

と
は
ま
た
違
っ
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
、
’06
年
か
ら
常
任
指
揮

者
を
務
め
る
名
島
啓
太
や
団
員
が
手
掛

け
た
曲
ま
で！ 

合
唱
を
志
す
区
民
の
目

標
と
な
る
合
唱
団
を
目
指
し
、
日
々
活

動
中
で
す
。

区
民
か
ら
要
望
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト

し
た
演
奏
会
。
毎
年
公
募
に
よ
り
集

ま
っ
た
区
民
合
唱
団
と
、
在
京
の
プ
ロ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
指
揮
者
・
ソ
リ
ス
ト
ら

を
迎
え
て
、
12
月
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
「
交
響
曲
第
9
番
『
合
唱
付
き
』」
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

合
唱
団
員
は
7
月
か
ら
毎
週
ト
レ
ー

ナ
ー
の
指
導
を
受
け
、
合
唱
部
分
の
「
歓

喜
の
歌
」
の
練
習
を
重
ね
て
本
番
に
臨

み
ま
す
。
団
員
の
中
に
は
’92
年
の
第
1

回
目
か
ら
参
加
し
て
い
る
方
も！ 

本
番

を
終
え
た
合
唱
団
員
の
表
情
は
キ
ラ
キ

ラ
と
し
て
い
て
、
ま
さ
に
〝
歓
喜
〞
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
度
〜

【
北
区
第
九
演
奏
会
】
1
9
9
2
年
度
〜

10代から80代後半までの第九好きの北区民が、毎年
200人ほど参加しています。年齢層はちょっと高めで、団員の
年齢を足すとなんと10073歳！楽譜の文字が小さくて読めなぁ
い！と嘆くこともありますが、第九の合唱に対する熱意に年齢
は関係ありません！
　近年、男声は“貴重”な存在となりつつあり、区外からもご応
募いただき、本番に向け一致団結しています。

　　北区第九合唱団って?

1
9
8
8
年
度
〜

皆
で
創
り
あ
げ
る
楽
し
さ
を

舞
台
に
立
つ
喜
び
を

皆
で
創
り
あ
げ
る
楽
し
さ
を

舞
台
に
立
つ
喜
び
を

　北区民オーケストラ  第32回定期演奏会〔2018.5.30〕

練習風景練習風景

北区民混声合唱団  第26回定期演奏会〔2016.6.26〕

練習風景 北区第九演奏会〔2017.12.3〕
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演
劇
と
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
と
表
現
力

を
伸
ば
す

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
日
本
古
来

の
文
化
や
伝
統
工
芸
、
芸
術
に
触
れ

る
機
会
に
な
る
と
と
も
に
、
技
術
を

習
得
で
き
る
よ
う
に
1
年
を
通
じ
て

「
子
ど
も
文
化
教
室
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
コ
コ
キ
タ
を
会
場
と
し
て
、

彫
塑
、
鍛
金
、
雅
楽
、
落
語
、
日
本

舞
踊
の
5
ジ
ャ
ン
ル
7
教
室
が
あ
り

ま
す
。
日
本
舞
踊
は
未
就
学
児
か
ら
、

彫
塑
は
小
学
1
年
生
か
ら
、
雅
楽
は

小
学
4
年
生
か
ら
、
落
語
は
小
学
5

年
生
か
ら
、
鍛
金
は
中
学
1
年
生
か

ら
受
講
が
可
能
で
す
。
2
年
目
以
降

の
継
続
が
で
き
、
高
校
生
ま
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
所
作
や
技
術

な
ど
を
し
っ
か
り
身
に
着
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
’17
年
3
月
ま
で
は
言

葉
に
よ
る
表
現
力
を
磨
く
こ
と
が
で

き
る
活
動
弁
士
教
室
も
開

講
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
3
月
に
は
1
年
の

成
果
の
発
表
と
し
て
、
北

と
ぴ
あ
つ
つ
じ
ホ
ー
ル
で

「
子
ど
も
芸
術
劇
場
」、
コ

コ
キ
タ
で
「
子
ど
も
芸
術

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

発
表
会
を
目
指
し
て
日
々

練
習
や
制
作
に
励
ん
で
い

ま
す
。

「
タ
レ
ン
ト
や
子
役
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
内
気
だ
っ
た

り
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
り
す

る
子
ど
も
が
、
ダ
ン
ス
や
歌
を

通
し
て
活
発
に
な
り
、
友
達
を

作
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
趣
旨
で

ス
タ
ー
ト
。

未
就
学
児
か
ら
小
学
生
ま

で
を
対
象
に
、
北
区
A
K
T 

S
T
A
G
E
の
劇
団
員
が
講
師

と
な
っ
て
、
週
末
に
コ
コ
キ
タ

の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
北
区
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
学
校

や
年
齢
の
壁
を
超
え
、
全
身
で

表
現
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

1
年
間
の
集
大
成
と
な
る
3

月
の
発
表
会
で
は
、
北
と
ぴ
あ 

つ
つ
じ
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
本
格

的
な
照
明
や
音
響
と
共
に
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
ま

す
。

【
子
ど
も
文
化
教
室
】
2
0
0
5
年
度
〜

【
児
童
ダ
ン
ス
☆
演
劇
教
室
】
1
9
9
8
年
度
〜

【
子
ど
も
文
化
教
室
】

伝
統
の
技
と

日
本
の
心
を
伝
え
る

伝
統
の
技
と

日
本
の
心
を
伝
え
る

【講師】
五代目三遊亭圓馬（落語芸術協会会員・真打）

【講師】
笹本武志（雅楽演奏家）

【講師】
奥山峰石（人間国宝）監修
鈴木泰三（金工鍛金家）

【講師】
川崎普照（日本芸術院会員）監修
川崎義昭（日展会員）

【講師】
松島金昇 (北区日本舞踊連盟理事長 )監修
花柳太之路 (北区日本舞踊連盟理事 )
藤間さくら女 (北区日本舞踊連盟理事 )

日本舞踊　練習風景 落語　練習風景

雅楽　練習風景鍛金　制作風景

彫塑　制作風景

発表会の様子〔2016.3.19〕

レッスン風景

大きな声で！

さあ！ 行くよ！

日に

ほ

ん

ぶ

よ

う

本
舞
踊

落ら

く

ご語

雅が

が

く楽

鍛た
ん
き
ん金

彫ち
ょ
う
そ塑



沿革・実施事業詳細、過去の理事・評議員・監事は
北区文化振興財団ホームページでご覧ください。

https://kitabunka.or.jp/　
検索北区文化振興財団

https://kitabunka.or.jp/

沿革

理事・評議員・監事　一覧  ／  組織図　

2008～2018年の間に終了した定例事業

北区文化振興財団設立30周年記念事業
区民とともに歩んだ30年、これまでも これからも

沿革・組織図　ほか
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文 化 芸 術 を
暮らしの中に

な
り
ま
し
た
。
北
と
ぴ
あ
の
み
な
ら
ず
、

滝
野
川
会
館
や
赤
羽
会
館
、
篠
原
演
芸

場
、
王
子
小
劇
場
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
も
集
約
。
区
民
が
文
化
・
芸
術
と
親

し
む
き
っ
か
け
と
な
れ
る
よ
う
な
紙
面

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

当
財
団
で
は
設
立
当
初
か
ら
北

区
文
化
情
報
紙
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
コ
ン
パ
ス
」「
北
と
ぴ
あ
情
報
缶
」
と

タ
イ
ト
ル
を
変
え
、
’05
年
に
内
容
を
刷

新
し
て
現
在
の
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
北
区
」
と

　

北
区
を
楽
し
む
、

  
北
区
で
喜
ぶ
…

 

そ
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
た

情
報
紙

【
北
区
文
化
情
報
紙（
エ
ン
ジ
ョ
イ
北
区
）の
発
行
】

1
9
8
8
年
度
〜

見
を
し
た
い
」
と
様
々
な
公
演
に
ご
来

場
い
た
だ
く
方
な
ど
、
利
用
の
仕
方
は

人
そ
れ
ぞ
れ
。

現
在
、
専
用
電
話
に
て
予
約
を
受
け
、

無
料
で
チ
ケ
ッ
ト
を
郵
送
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
生
活

様
式
に
合
わ
せ
、
よ
り
快
適
に
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

芸
術
を
も
っ
と
身
近
に！

　
　

興
味
・
関
心
を
広
げ
よ
う
！

北
と
ぴ
あ
の
公
演
へ
も
っ
と
気
軽

に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
始
ま
っ
た
、
友
の
会
制
度
で
す
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
、
演
劇
、
落
語
、
親
子
向
け

公
演
な
ど
年
間
60
以
上
の
公
演
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
会
員
に
は
先
行
予
約
や

チ
ケ
ッ
ト
価
格
の
割
引
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
ジ
ャ
ン
ル

を
と
こ
と
ん
楽
し
む
方
や
、「
新
た
な
発

【
ほ
く
と
ぴ
あ
メ
ン
バ
ー
ズ
】
1
9
9
3
年
度
〜

「エンジョイ北区」は区内施設、各駅などのラックに配架し
ているほか、新聞折込やコンサートご来場のお客様に配布
しています。発行部数は13万部という広報メディアです！！

修正テープ
消費量が半端ない!

赤ペン
太さが様々な
赤ペンを使い
分けます。

カレンダー
日付と曜日が
合っているか確認
するときに活躍!

校正の時に必要な 
三種の神器



事務局長

文化振興係 田端文士村記念館 総務係事業係

監事

（監査機関）（意思決定機関） （執行機関）

理事会
評議員会

事務局

理事長 常務理事
理　事

分 類 氏 名 所 属・役 職 等

理事長 依田園子 （よりた　そのこ） 東京都北区副区長

常務理事 浅川謙治  （あさかわ　けんじ） 東京都北区地域振興部長

理事 伊藤　洋  （いとう　ひろし） 早稲田大学名誉教授、演劇博物館顧問

理事 北島裕子  （きたじま　ひろこ） 画家、（一社）示現会委員

理事 名取三郎 （なとり　さぶろう） （株）なとり  代表取締役会長兼社長

理事 船山信子  （ふなやま　のぶこ） 音楽学者、前上野学園大学学長

理事 松島金昇  （まつしま　きんしょう） 日本舞踊家、北区日本舞踊連盟理事長

評議員 井上　潤 （いのうえ　じゅん） （公財）渋沢栄一記念財団  渋沢史料館館長

評議員 加藤　貴  （かとう　たかし） 北区文化財保護審議会会長、早稲田大学講師

評議員 齋藤邦彦  （さいとう　くにひこ） 北区町会自治会連合会常任理事

評議員 清正浩靖 （せいしょう　ひろやす） 東京都北区教育長

評議員 竹腰雅子  （たけこし　まさこ） 北区男女共同参画推進ネットワーク

評議員 水越乙彦  （みずこし　おとひこ） （公社）王子法人会会長

評議員 森岡謙二  （もりおか　けんじ） （公社）二科会評議員、前北区教育委員

監事 大竹雅訓 （おおたけ　まさのり） 公認会計士、税理士、大竹雅訓税理士事務所

監事 道本周作  （みちもと　しゅうさく） 弁護士、北区法律相談員、六法法律事務所

西 暦 月 内 容
1988 4 財団法人北区文化振興財団　設立

1988 10 北区文化芸術祭　開始（北区教育委員会より移行）

1988 11 北区民オーケストラ　結成

1988 11 北区文化情報紙　創刊

1989 1 王子カルチャーロード・ギャラリー　開設

1989 11 北彫展　開始

1990 2 きたくなるまち区民寄席　開始

1990 8 北区民混声合唱団　結成

1991 3 北とぴあ若手落語家競演会　開始

1991 7 松竹大歌舞伎　開始

1992 12 北区第九演奏会　開始

1993 2 芥川龍之介　生誕百年記念展　開催

1993 11 田端文士村記念館　開館

1994 1 ほくとぴあメンバーズ　発足

1995 4 北とぴあパイプオルガン演奏会　開始

1995 10 北とぴあ国際音楽祭　開始

1996 4 田端文士村記念館　田端ひととき散歩　開始

1998 4 児童ダンス☆演劇教室　開始

1999 1 まちかどコンサート　開始

2000 10 北とぴあ演劇祭　開始

2004 4 （仮称）彫刻アトリエ館　管理運営　開始

2005 4 スクールコンサート　開始

2005 10 子ども文化教室　開始

2008 7 輝く☆未来の星コンサート　開始

2008 9 北とぴあ国際音楽祭2007　モンテヴェルディ作曲《オルフェーオ》で第6回佐川吉男音楽賞を受賞

2010 3 北区所蔵美術品展示　開始

2012 4 公益認定を受け公益財団法人北区文化振興財団となる

2013 5 ほくとぴあ亭1000円落語　開始

2013 9 北とぴあ国際音楽祭2012　M.-A .シャルパンティエ作曲　音楽付きコメディ《病は気から》で
第10回三菱UFJ信託音楽賞奨励賞を受賞

2014 8 舞台芸術創造支援事業　開始

2015 5 北区文化芸術活動拠点　ココキタ　開設

2016 2 ココキタまつり　開始

2017 9 北とぴあ国際音楽祭2016　モーツァルト作曲《ドン・ジョヴァンニ》で
第14回三菱UFJ信託音楽賞奨励賞を受賞

2018 4 北区版アーティストバンク　発足

2018 4 設立30周年を迎える

理事・評議員・監事　一覧

組織図

沿革

〔2 0 1 9 . 2 現在〕 〔2 0 1 9 . 2 現在〕

※事業開始時点の事業名が現在と異なる場合は現在に統一。
※終了した定例事業については除外。
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北区文化振興財団設立30周年記念事業

区民とともに歩んだ30年、これまでも これからも
2008～2018年の間に終了した定例事業

　北区文化振興財団は2018年で設立30年を迎えました。平成の元号
とともに歩んできた30年の感謝の意を込め、さまざまな記念事業を開
催しています。北とぴあ国際音楽祭では身体表現を得意とする演出家・
小野寺修二がオペラ初演出。寺神戸亮の指揮でモンテヴェルディ作曲
のオペラ《ウリッセの帰還》を上演しました。ほかにもホール事業では、
日本舞踊の新たな形を表現した「弧の会」公演、古典・新作も演じる
名人・柳家喬太郎が大トリをつとめた区民寄席、大人気ピアノトリオ
H ZETTRIO による親子ライブ、田端文士村記念館では文学研究者を
招いた芥川龍之介シンポジウム、北彫展では、北村西望などの物故者
の特別展示を開催しました。
　北区文化振興財団ではこれからも文化を通じて、区民の皆様の暮ら
し向上、北区の発展に貢献するため変わらぬ思いとともに、たゆまぬ
チャレンジを続けてまいります。

青年音楽フェスティバル 
（通称0Nフェス）　
おやじバンドフェスティバル

1980 ～ 2011年度

2007 ～ 2011年度

親子写生大会
母の日、父の日絵画展
きたくなるまち水彩画展

1989 ～ 2014年度
2001 ～ 2014年度
2004 ～ 2014年度

星空投影会 1990 ～ 2013年度 北とぴあ能（能楽公演） 1991 ～ 2009年度

北区つかこうへい劇団の運営 1994 ～ 2011年度

「今の日本演劇界は、劇場（ハード）ばかり建って肝心
の劇団を育てていく土壌がない。劇団というソフト
を作りたい。」というつかこうへいの考えの下、北区
つかこうへい劇団は、演劇人を養成し演劇界の発展
に寄与するとともに、北区を活性化することを目的
に設立。北とぴあや滝野川会館、田端文士村記念館
などで公演を実施してきました。2010年7月つか
こうへい逝去により、翌年劇団も解散しました。

〔2 0 0 2 . 6〕
出演：阿部寛、内田有紀 ほか

文士村5百円劇場〔2 0 0 4 . 3〕
出演：黒木メイサ ほか

つかこうへい
 （劇作家・演出家）

〔2 0 0 5 . 3〕
出演：石原良純、黒谷友香 ほか

〔2 0 0 7 . 9 . 2〕 〔2 0 0 9 . 8 . 2 3〕

第2回北とぴあ能「船弁慶」〔1 9 9 2 . 1 0 . 2 4〕

47 沿革・組織図 ほか 46

沿革・組織図ほか

北区つかこうへい劇団と私 つかこうへい

　東京都北区JR田端駅の近くに「田端文士村
記念館」がある。閉館後、北区つかこうへい劇
団は、稽古場として使わせてもらっている。そ
してここでは、「田端文士村記念館5百円劇場」
というのをやっている。 （略）
　かつて、石原良純、阿部寛、内田有紀、小西
真奈美などがこの場所で、稽古をしていた。
　数年前、黒木メイサが劇団にきたのは、彼女
が中学2年生の時である。一月半ほど、文士村
記念館で5百円劇場『平壌から来た女刑事』を
やっていたのだが、この装置なし、衣装なし、
照明なし、というのに驚いていた。彼女は、演
劇というものは、きらびやかな衣装を身にまと
い、豪華なセットがあり、色とりどりの照明に
照らされるものだと思っていたのだが、演劇と
いうのは役者自身のパッションによって観客
を魅せるものだ。100回稽古するより、1回の
本番が役者を伸ばす。そして、偶然某ＴＶ局の
プロデューサーが見に来ていて、目をとめて、
今の黒木メイサがあるといっても過言ではな
い。 （略）
　客までの距離が1メートルもなく嘘の芝居を
やるとすぐバレる。本物だけが生き残る。

『北区文化振興財団設立20周年記念誌』より再録
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